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2011 年 4 月 16 日 ヨルダン 
シトロエン・レーシング発 
 

 

世界ラリー選手権（WRC）ヨルダン 
～オジエ、2 位とわずか 0.2 秒差で今季 2 勝目、～ 

 

 

ヨルダン・ラリーでは、全世界にテレビ中継された最終パワーステージで、シトロエン・トタル・ワールドラリ

ーチームのセバスチャン・オジエ／ジュリアン・イングラシア組が勝利をもぎとりました。2 位との差はわず

か 0.2 秒。 WRC（世界ラリー選手権）史上、最僅差での優勝でした。セバスチャン・ローブ／ダニエル・エ

レナ組は 3 位に入り、ドライバーズタイトル争いで単独トップに躍り出ました。マニュファクチャラーズポイ

ントではシトロエンとフォードが同点で並び、激しいデッドヒートを繰り広げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

115 キロのスペシャル・ステージからなるデイ 2 は、セバスチャン・オジエ、セバスチャン・ローブ、ヤリーマ

ティ・ラトバラ、ペター・ソルベルグの 4 人のドライバーが優勝を激しく争う展開となりました。ローブはヤク

ルト（SS13）で最速タイムを出し、存在感を見せつけましたが、ヤリーマティ・ラトバラの必死の追撃に 3 位

へと下がってしまいます。 

 

昼の時点でオジエはラトバラにまだ 20 秒ほど差をつけていました。「最初のステージは速いペースで行っ

たけど、ローブのタイムを見てこれは次からもっとプッシュしていかなきゃ、と思った。何とか最高の走りが

出来て、予想通りのリードもある。でも十分とは言えないね。優勝するには、最後まで思い切り踏み込んで

いかなきゃいけない」 

 

一方ローブは、「これといった失敗をしたわけではないけど、思い切りいこうとしたときに小さなミスがいくつ

か出てしまった」と振り返ります。「コーナーの多いところでもっと速くいけると思ったのにタイムロスしてし

まったので、セットアップを変更しようと思う。最後の最後まであきらめないよ」 
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SS15 で ホイールのトラブルに見舞われ 10 秒ほどロスしたペター・ソルベルグは、SS17 でコースアウト、

リタイヤとなりました。これで予想外のアクシデントさえなければ、表彰台に上る顔ぶれはオジエ、ローブ、

ラトバラに絞られました。問題は順位です。 

 

 SS17 から SS19 までの 3 ステージではラトバラが連続してトップをとり、パワーステージを前についに

0.5 秒差でオジエをおさえて総合トップに立ちました。ローブは 3 位死守が賢明と判断、守りに入ります。こ

れで勝負はラトバラとオジエの一騎打ちとなり、二人は最終ステージにすべてをぶつけました。そして、オ

ジエは最速タイムを叩き出し、結果ラトバラを 0.2 秒差でおさえて優勝したのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「セバスチャン・オジエがまたびっくりさせてくれました！ ラリー・ポルトガルから 3 週間、文句なしの結果

です。DS3WRC がまたもやスピードと安定性の両面で素晴らしいパフォーマンスを見せてくれたことも大

きいですね」と、シトロエン・レーシングを率いるオリビエ・ケネルは振り返ります。「出走順の関係から難し

いレース運びを迫られたセバスチャン・ローブのパフォーマンスにも満足しています。今回表彰台に上った

ことで、ローブはドライバーズタイトル争いのトップに立ちました。これが何より大事なことです」 

 

「とにかくプッシュしていったけど、今日のラトバラには苦しめられた」と、優勝したオジエは述べています。

「ラトバラの猛追には、もうお手上げかと思ったよ。最終ステージは、リバースオーダーのおかげで路面状

態もよく、同じ条件で闘うことができた。苦しかったけど、最後まで勝ちにこだわって走りつづけた。そした

ら幸運の女神が微笑んでくれた！ こんな僅差でラリーの勝負がつくなんて考えられないけど、パワース

テージの最高ポイントもしっかり手に入れることができた。これでタイトル争いにも復帰できたし、これから

が楽しみだよ」 

 
 

プジョー・シトロエン・ジャポンでは、2011 年もシーズンを通して WRC のリザルトをタイムリーに配信、新しく

投入された DS3 WRC の活躍をお伝えしていくことによってシトロエン車の高いパフォーマンスを広くアピ

ールして参ります。 
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【最終結果】
優勝 Ogier/Ingrassia Citroën DS3 WRC 2h48'28.2"

2位 Latvala/Anttila Ford Fiesta RS WRC +0.2"

3位 Loeb/Elena Citroën DS3 WRC +27.7"

4位 Hirvonen/lehtinen Ford Fiesta RS WRC +2'44.7"

5位 Wilson/Martin Ford Fiesta RS WRC +5'44.9"

6位 Räikkönen/Lindström Citroën DS3 WRC +6'14.9"

7位 F. Villagra / J. Perez Compac Ford Fiesta RS WRC +9'3.7"

8位 Al Qassimi/Orr Ford Fiesta RS WRC +9'18.7"

9位 Kuipers/Miclotte Ford Fiesta RS WRC +14'27.5"

10位 Sousa/Costa Ford Fiesta S2000 +15'05"  

 

 

【現在までのドライバーズポイント】

SWE MEX POR JOR ITA ARG GRE FIN GER AUS FRA ESP GBR TOTAL

1 Sébastien Loeb 8+2 25+2 18+3 15+1 74
2 Mikko Hirvonen 25 18+3 12 12+2 72
3 Sébastien Ogier 12+3 0 25+1 25+3 69
4 Jari-Matti Latvala 15+1 15 15+2 18 66
5 Petter Solberg 10 12+1 8 0 31
6 Mads Ostberg 18 10 0 0 28
7 Matthew Wilson 2 0 10 10 22
8 Kimi Räikkönen 4 - 6 8 18
9 Federico Villagra - 2 4 6 12

10 Henning Solberg 0 8 2 0 10

【現在までのマニュファクチャラーズポイント】

1 Citroën Total WRT 22 25 43 40 130

1 Ford Abu Dhabi 40 33 27 30 130

3 M-Sport Stobart Ford 18 18 4 3 43

4 Petter Solberg WRT - 12 10 0 22

5 Ice 1 Racing 8 0 8 10 26
 

 

 

 


